
2022 年度(令和 4 年度)県立中央看護専門学校の学校運営評価について（報告） 

 

                                令和 5 年 3 月 22 日 

                                中央看護専門学校長 

1 学校評価の基本方針 

(1) 学校の教育目標、計画に沿った取組の達成状況、学校運営に係る取組が適切に実施さ

れているかを自己評価し、改善すべき事項及びその対策について明確にするとともに、

その結果を公表する。 

(2) さらに、学校と密接に関連する地域関係者・教育関係者・卒業生・保護者等の立場か 

ら自己評価の結果を客観的に評価していただき、自己評価の客観性・透明性を高める 

とともに、教育の質向上を目指す。その結果は自己評価と同様、ホームページに掲載 

し広く社会に公表する。 

 

2 学校評価の実施 

(1) 評価対象項目   

・「目標」：重点目標 4、細目標 14、 

・「評価」：大項目 10、中項目 44、小項目（評価の視点）152 

(2) 評価者   

・31 人（管理･庶務 5 人、助産学科 6 人、看護学科 3 年課程 12 人、2 年課程 8 人） 

(3) 評価日   

・令和 4 年 11 月 30 日 

(4) 学校評価委員会の実施 

・6 回（5 月 23 日、6 月 15 日、9 月 21 日、12 月 26 日、1 月 19 日、3 月 16 日） 

(5) 学校関係者評価委員会の実施 

   ・令和 4 年 2 月 21 日 13 時 30 分～15 時 00 分 

 

3 評価結 4 

(1) 2022 年度（令和 4 年度）重点目標、学校運営評価項目（別紙 1） 

(2) 2022 年度（令和 4 年度）学校評価自己評価報告書  （別紙 2） 

(3) 2022 年度（令和 4 年度）学校関係者評価の結果   （別紙 3） 

(4) 今年度の課題及び次年度の取組          （別紙 4） 

 

4 評価結果の公表 

 評価結果 別紙 1～4 

 

5 参考資料 

・県立中央看護専門学校における学校評価実施要綱 

・県立中央看護専門学校における学校評価委員会運営規程 

 



2022年度（令和4年度）重点目標及び学校運営評価項目 
 
１ 重点目標 
  〇目標１ 高い学力の育成と探求的な学習の確立 

①アクティブ・ラーニング型の授業による能動的な学習を支援する   
②学生の習熟度・特性に応じた指導を強化し、弱点克服及び学力向上を図る 
③効果的な学習を支援するため、保護者との連携を強化する。 
④教育進度に応じた国家試験対策を実施し、資格獲得への支援を継続する。 

    
  〇目標２ 地域医療の充実に向けた新しい教育課程の開発・運用 

①社会のニーズに対応した教育課程を編成・運用する    
②教育内容に応じた実習施設及び教育教材を整備する    
③ICT教育の環境整備及び教育教材の充実に努める    

 
 〇目標３ 新入生の定員及び学生の総定員の確保 

①本校の最新情報をホームページ及び近隣市町村にタイムリーに発信できるよう 
ホームページを更新する。 

②感染防止対策を継続し、本校の魅力が伝わる学校訪問・学校説明会を行う。  
③カウンセラーと連携し、学校の学業継続に向けた支援を強化する 

 
〇目標４ 組織の効果的及び効率的な運営の推進 

①危機管理体制を強化し、教育を保証する  
②教員の教育・研修活動に取組み、教育力・組織力の向上を図る  
③Web入試システム運用により、入試業務の効率化を目指す。  
④職員が相互に啓発・協働し支えあう風土を醸成し、効率的・効果的な組織運営を図る。 

 

                                                                                                                                                                     
2  評価項目 

大項目 中項目 小項目(評価視点) 

1 教育理念・目標・人材育成
像・ 
将来構想 

1-1 教育理念等の設定 4項目 

1-2 教育理念等の達成評価 2項目 

1-3 学校の将来構想の明確化 2項目 

2 学校運営 2-1 学校経営 4項目 

2-2 組織の整備 10項目 

2-3 危機管理 3項目 

2-4 情報管理 3項目 

2-5 教職員の協働意欲 2項目 

3 教育活動（目標設定） 3-1 教育課程の編成 6項目 

3-2 学生支援、ガイダンス 4項目 

3-3 科目担当・時間 4項目 

3-4 対象者への実習協力依頼 2項目 

3-5 教授方法の工夫・研究 5項目 

3-6 授業評価 3項目 

3-7 単位の管理 5項目 

3-8 教員の育成 8項目 

4 学修成果 4-1 資格取得 2項目 

4-2 看護実践力 2項目 

別紙１ 



大項目 中項目 小項目(評価視点) 

4-3 就業率・進学率 2項目 

4-4 国家試験不合格者のﾌｫﾛｰ体制 1項目 

4-5 キャリア支援 1項目 

5 学生支援 5-1 学習支援 3項目 

5-2 健康管理、感染・安全対策 4項目 

5-3 進路・就職への支援 3項目 

5-4 学生相談の整備 2項目 

5-5 生活環境支援体制 1項目 

5-6 保護者との連絡体制 3項目 

5-7 経済的支援 3項目 

6 教育環境 6-1 校舎の整備 3項目 

6-2 福利厚生 5項目 

6-3 図書室の整備・管理 6項目 

6-4 教材の整備・管理 5項目 

6-5 実習施設の整備 5項目 

6-6 実習指導体制 5項目 

7 学生の受入れ募集 7-1 学生募集 7項目 

7-2 入学選抜方法 4項目 

7-3 学生の充足 3項目 

8 財務 8-1 予算執行状況・財務 4項目 

9 法令等の遵守 9-1 校舎･専修学校設置基準等の整備・運

営 

2項目 

9-2 個人情報に関する規程の整備 2項目 

9-3 学校評価の実施、結果の公表 4項目 

10 社会貢献、地域貢献 10-1 学校の教育資源・施設の活用 2項目 

10-2 学生ボランティア活動 
今年度は活動していない

ため除外 

10-3 学生の地域との交流支援 1項目 

   
 
評価基準 
 ４：とてもそう思う（良い） 
３：まあまあそう思う（やや良い） 
２：あまりそう思わない（やや不十分） 
１：殆どそう思わない（不十分） 
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令和５年１月 

茨城県立中央看護専門学校 

 

 
 



１ 学校の現況 
（1）設置目的 
   本校は、保健師助産師看護師法の助産師又は看護師として必要な知識及び技術を修得させ、豊かな人間性を養い、

専門職業人としての自覚と責任をもって社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。 
 
（2）沿革 

〇所在地  茨城県笠間市鯉淵6528 TEL  0296-77-0533（代表） 
〇沿 革  昭和29年 県立准看護婦養成所設置（修業年限2年 定員60名） 

        昭和37年 県立高等看護学院設置（課程変更）（3年課程 定員90名） 
        昭和40年 県立公衆衛生看護学校を統合，県立看護専門学校と改名 

・公衆衛生看護学科（修業年限1年 定員25名） 
・臨床看護学科（3年課程 定員120名） 

昭和45年 公衆衛生看護学科を保健助産学科に変更 
・保健助産学科（修業年限1年  定員25名） 

        昭和54年 保健助産学科を助産学科に変更（修業年限1年 定員25名） 
        昭和56年 臨床看護学科を看護学科に変更（修業年限3年 定員150名） 
        昭和59年 現在地に移転 
        平成 ２年 学生寮竣工、学院歌制定 

平成 ３年 創立30周像「薫風」建立（日展理事 能島征二氏制作） 
        平成14年  専修学校に認可 

 平成16年 県立水戸看護専門学院を統合 県立中央看護専門学校と改名 講義棟増築 
   ･助産学科（定員15名） 

                ・看護学科3年課程(定員120名)  
・看護学科２年課程(定員160名） 

        平成19年 助産学科定員変更（定員25名） 
        平成24年 創立50周年記念「天使の椅子」建立（日展理事 能島征二氏制作） 

平成25年  看護学科2年課程定員変更（定員80名） 
 
（3）教育理念等 
  ＜教育理念＞ 
    学生の個性や主体性を尊重し、全人的な存在としての自己および他者の理解に目を向けられる豊かな人間性と

倫理性を育む。また、専門職業人として、生涯学び続け、他の専門職などと連携・協働し、社会の動向を見据え、
常に必要かつ最高の看護を提供し、人々の健康と福祉の向上に貢献できる実践者を育成する。 

  ＜教育目的＞ 
    助産師又は看護師として必要な専門的な知識及び技術を修得させ、豊かな人間性を養い職業人として自覚と

責任をもって社会に貢献できる有能な人材を育成する。 
 
（4）学生数及び教職員数 
  ＜学科及び学生数＞  

学科 入学定員 修業年限 4月現員 R５年１月1日現在 

助産学科 25人 1年 22人   21人（うち休学2人） 
  （退学1人） 

看護学科3年課程 40人 3年 111人 111人（うち休学３人） 

看護学科2年課程 40人 2年 36人   34人（うち休学2人） 
          （退学２人） 

   合 計 225人 － 169人  166人（うち休学７人） 

＜教職員＞ 
 

学校長 
(管理職) 

事務4人 副参事兼教頭（管理職）、主査、係長 

教員29人 
※育休１含む 教頭 

助産学科 7人…教務主任、専任教員6人 

3年課程14人…教務主任、専任教員13人(育休1含) 

2年課程  8人…教務主任、専任教員7人 

 



 
（5）施設の概要 

〇施設：鉄筋コンクリート 本館(実習棟)2階・新館（講義棟）3階建て 延面積5485㎡ 
 
（6）評価実施と評価体制     
   本校は、社会に貢献する質の高い助産師・看護師の育成において、その教育活動における弱点を改善するため、

平成17年度より自己評価を開始した。 
平成25年3月に、文部科学省生涯学習政策局通知より「専修学校における学校評価ガイドライン」が示され、

そのガイドラインを基に検討を重ね、平成27 年度より新たな評価項目による自己評価を実施した。評価結果の公
表は、平成25年度より実施している。 
さらに、自己評価の客観性・透明性を高めるため、令和元年度より、学校評価の運営方針及び運営方法を再整備

し、より広い視野から評価を頂けるよう学校関係者による外部評価「学校関係者評価」を開始し、教育機関として
の組織力・教育力の向上を図る。 
 

２ 評価の基本方針 
（1）学校の教育目標、計画に沿った取組の達成状況、学校運営への取組が適切に行われたかを自己評価し、改善すべ 

き事項及びその対策について明確にするとともに、その結果を公表する。 
（2）さらに、学校と密接に関連する地域関係者・教育関係者・卒業生・保護者等の立場から自己評価の結果を客観的

に評価していただき、自己評価の客観性・透明性を高めるとともに、教育活動の質の向上、地域関連機関との連携
強化を目指す。その結果は自己評価と同様、ホームページに掲載し広く社会に公表する。 

 
 

３ 重点目標に関する評価 
（1）重点目標 
  〇目標１ 高い学力の育成と探求的な学習の確立 
        ①アクティブ・ラーニング型の授業による能動的な学習を支援する    

②学生の習熟度・特性に応じた指導を強化し、弱点克服及び学力向上を図る 
③効果的な学習を支援するため、保護者との連携を強化する。 

     ④教育進度に応じた国家試験対策を実施し、資格獲得への支援を継続する。 
    

  〇目標２ 地域医療の充実に向けた新しい教育課程の開発・運用 
①社会のニーズに対応した教育課程を編成・運用する    
②教育内容に応じた実習施設及び教育教材を整備する    
③ICT教育の環境整備及び教育教材の充実に努める    
 

 〇目標３ 新入生の定員及び学生の総定員の確保 
①本校の最新情報をホームページ及び近隣市町村にタイムリーに発信できるようホームページ 
を更新する。 
②感染防止対策を継続し、本校の魅力が伝わる学校訪問・学校説明会を行う。  
③カウンセラーと連携し、学校の学業継続に向けた支援を強化する 

 
〇目標４ 組織の効果的及び効率的な運営の推進 

①危機管理体制を強化し、教育を保証する  
②教員の教育・研修活動に取組み、教育力・組織力の向上を図る  
③Web入試システム運用により、入試業務の効率化を目指す。  
④職員が相互に啓発・協働し支えあう風土を醸成し、効率的・効果的な組織運営を図る。 
 

（2）評価基準 
      4：とてもそう思う（良い） 

3：まあまあそう思う（やや良い） 
2：あまりそう思わない（やや不十分） 
1：殆どそう思わない（不十分） 



（3）評価結果  ※助産学科・3年課程・2年課程・庶務の評価  
 〇重点目標１ 高い学力の育成と探求的な学習の確立 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

①アクティブ・ラーニング型の授業による能
動的な学習を支援する   

3-5-47 
3.6 

3.7 3.7 3.7 3.6 3.8 

3-5-48 3.6 3.8 3.5 3.4 3.8 

＜評価分析（中項目取組状況、要因等）＞   小項目3-5学習方法の工夫・研究 
 
・講義や演習で個別又はグループワークを取り入れ、学生の主体性や考える力を引き出すよう学習方法を工夫
して支援している。（全学科） 
・看護技術演習では、演習計画を教員会議で共有し、事前に教員間でデモンストレーションを行い、テキスト
に基づいて指導ポイントの共通認識を行っている。（3年課程・２年課程） 
 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

②学生の習熟度に応じた指導を強化し、弱点
克服及び学力向上を図る 

5-1-76 
3.8 

3.8 3.8 3.7 3.6 4.0 

5-1-77 3.8 4.0 3.7 3.6 4.0 

＜評価分析（中項目取組状況、要因等）＞  小項目5-1学習支援、 
 
・成績や学習意欲に課題がある学生に対して、教員間の情報共有を積極的に行い、個別指導及び保護者との連
携を図っている。（全学科） 
・休学・退学へ移行する学生に対して，悩みの原因を教員が共に考え，カウンセラーや保護者と連携を強め支
援体制を強化して対応している。（全学科） 
 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

③効果的な学習を支援するため、保護者との
連携を強化する。 

5-6-89 
3.6 

3.2 3.5 3.2 3.0 3.2 

5-6-90 3.7 3.5 3.9 3.5 4.0 

5-6-91 3.8 4.0 3.8 3.5 4.0 

＜評価分析（中項目取組状況、要因等）＞  小項目5-6保護者との連絡体制 
 
・今年度はコロナ禍のため入学式後オンラインで保護者会を実施。また、年度末に学科成績の郵送をしている。 
 （全学科） 
・学科試験や模擬試験結果等から、学生の学習進捗状況を把握している。学力低迷者には､必要時面接等を行い
ながら学習の強化を図っている。必要に応じて、保護者と連絡をとり、学習支援の依頼を行っている。（全学科） 
 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

④教育進度に応じた国家試験対策を実施し、
資格獲得への支援を継続する。 

4-1-68 
3.8 

3.9 4.0 3.7 3.8 4.0 

4-1-69 3.8 4.0 3.5 3.9 4.0 

＜評価分析（中項目取組状況、要因等）＞  小項目4-1資格取得 
 
・国家試験対策として，年度当初に模擬試験・補修講義・個別指導等の計画を立案し取組んでいる。（全学科） 
・模擬試験結果の分析を速やかに行い、学習支援の方向性を決定して対応している。（全学科） 
・保護者への学習支援の協力依頼文書を送付している。（全学科） 
 

＜課題、今後の取組＞ 
 課   題： 学生の主体性の醸成と学習への取組や意欲向上への支援（全学科） 
                学生の国家試験対策・成績低迷者の学習支援についての満足度の分析 
 今後の取組： ・アクティブ・ラーニング型学習方法を積極的に導入・拡大する。（全学科） 
        ・シミュレーション教育の検討チームを立ち上げ指導力の強化を図る。（全学科） 
        ・保護者との連携を強化できる機会の計画立案・実施・評価（全学科） 
        ・学生の国家試験対策・成績低迷者の学習支援についての満足度調査の実施 



〇重点目標２ 地域医療の充実に向けた新しい教育課程の開発 
細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

①社会のニーズに対応した教育課程を編成する 
   

    
 

3-1-31 

3.6 

3.7 4.0 3.3 3.6 4.0 

3-1-32 3.8 4.0 3.6 3.5 4.0 

3-1-33 3.7 4.0 3.5 3.4 4.0 

3-1-34 3.6 3.8 3.3 3.1 4.0 

3-1-35 3.5 3.7 3.1 3.5 3.8 

3-1-36 3.5 3.5 3.3 3.6 3.8 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞ 小項目3-1 教育課程の編成 
・今年度看護学科２年課程の新カリキュラムが完成し、全学科第5次改正カリキュラム改正の主旨に応じた教
育科目の設定となった。 

・教育理念及び教育目的・目標、卒業生像をふまえた教育課程を毎年、点検し編成している。（全学科） 
・学生及び講師・実習指導者からの授業評価や実習評価、意見等を教育課程・実習要項の見直しに活用してい
る。（全学科） 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

②教育内容に応じた実習施設及び教育教材を整備す
る 

6-5-114 

3.7 

3.8 4.0 3.7 3.5 4.0 

6-5-115 3.9 4.0 3.7 3.9 4.0 

6-5-116 3.7 4.0 3.4 3.8 3.8 

6-5-117 3.4 3.5 3.4 3.0 3.8 

6-5-118 3.6 3.8 3.7 3.3 3.8 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞ 小項目6-5 実習施設の整備 
・図書や看護用具の整備は施設差があるが、実習目的・目標と合致する施設を確保している。（全学科） 
・主たる実習施設は、臨地実習指導者会議が短時間のため実習依頼が主となる。実習調整者を中心に、各病棟の
指導者と教員間で具体的な実習調整や意見交換を行い、教育担当者との共有や実習調整に繋げている。(助産学
科・3年課程) 
・准看護師経験が無い学生が多いことで､コミュニケーション技術にも課題がある学生が多いため、日々の学生
指導担当スタッフを明確にして貰えるように施設に依頼している。（2年課程） 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

③ICT教育の環境整備及び教育教材の充実に努める。 6-4-109 

3.5 

3.7 4.0 3.7 3.3 4.0 

6-4-110 3.5 3.7 3.5 3.1 3.6 

6-4-111 3.4 3.7 3.3 3.1 3.6 

6-4-112 3.2 3.2 3.3 2.9 3.6 

6-4-113 3.7 3.8 3.6 3.5 3.8 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞   小項目6-4 教材の整備管理 
・ICT教育に必要な教材は概ね揃えられたが、インターネット環境等が充分整備されていない。（全学科） 
・コロナ禍でオンライン授業が進んだが、学科・学年数に見合った視聴覚教材は不足している。（3年課程） 
・科目によっては，視聴覚教材が古く十分に活用できないものもある。（全学科） 
・必要な教育教材は、毎年検討し予算請求を行い購入している。（全学科） 

＜課題、今後の取組＞ 
課   題： 実習施設の確保・実習指導方法の連携強化（全学科） 
       新カリキュラムと現行カリキュラムの同時運用（全学科） 
       准看護師教育から看護学科2年課程教育の積み上げ式教育への要望 
       視聴覚教材（DVD）の充実（全学科） 
今後の取組：・新カリキュラム運用の開始のため、新カリキュラムの主旨を教員・外部講師・実習指導者へ周 

知し、協力を仰ぐ（全学科） 
・准看護師教育を土台とした看護師教育運用の模索（2年課程） 
・実習施設の学生受入れ状況の把握と次年度の学生を早期からの調整継続（助産学科） 

      ・ICT教育の環境整備、ITスキル向上のための人的サポート確保（全部署） 
      ・視聴覚教材の配信サービス導入の検討（全学科） 

 
 



〇重点目標３ 新入生の定員及び総定員の確保 
細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

①本校の最新情報をホームページ及び近隣市町村
にタイムリーに発信できるようホームページを更
新する。 

7-1-124 
3.8 

3.7 3.8 3.7 3.6 3.8 

7-1-125 3.9 4.0 3.8 3.6 4.0 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞ 小項目7-1学生募集、9-3学校評価の実施、結果の公表 
・学校案内、募集要項、リーフレット、ホームページなどで学校の情報を提供し、志願者向けの教育内容や実習
施設等の情報を提供し学校の特色をPRしている。（全学科） 
・ホームページは、学校行事等があった場合には更新されているが、視聴者のニーズにあったタイムリーかつ内
容に合った訪問する頻度での更新はされていない。（全学科） 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

②感染拡大状況を踏まえ、新入生のニーズに対応
した募集及び広報活動を行う 

7-1-126 

3.5 

3.9 4.0 3.9 3.5 4.0 

7-1-127 3.8 3.8 3.8 3.6 3.8 

7-1-129 3.6 3.8 3.6 3.3 3.8 

7-1-130 3.9 4.0 3.8 3.8 4.0 

7-1-135 2.5 2.7 3.3 2.0 2.0 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞ 小項目7-1 学生募集 
・高校・准看護学校・看護学校訪問を再開し6～7月に実施。更に業者の進路ガイダンスにも積極的に参加した。 
（全学科） 

・看護学科 3 年課程はオンラインによるオープンキャンパスを7 月に 3 回/年実施。加えてオープンキャンパス
に参加できなかった方を対象に個別対応で見学会も実施した。 
・看護学科２年課程は、個別対応で見学会を実施した。 
・助産学科はオンラインによるオープンキャンパスを8～9月に2回/年実施。加えてオープンキャンパスに参加
できなかった方を対象に個別対応で見学会も実施した。志願者やその家族等、多数の参加が得られた。また、実
施後のアンケートから、当校を志願したいという前向きな意見も多数寄せられ志願者増加につながった。 
・学生募集活動の評価は、受験者数が客観的な評価ではあるが、関連は明確にはなっていない。（3年課程・2年
課程） 
・実習施設の受け入れ状況により、入学定員の調整・変更がある。実習施設の受け入れ数と同数の入学生数は満
たされている。（助産学科） 
・准看護師養成所の定員割れ、更に卒業後の進学希望者が減少していることから、定員を充足させることが難し
くなっている。（看護学科2年課程） 
・奨学金等の経済的支援は、主にITメールサービスを活用し庶務からの情報提供がタイムリーになされている。 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

③カウンセラーと連携し、学校の学業継続に向け
た支援を強化する 

5-4-86 

3.4 

3.9 4.0 3.8 3.8 4.0 

5-4-87 3.9 4.0 4.0 3.6 4.0 

7-3-136 2.6 2.8 3.6 2.1 2.0 

7-3-137 3.5 3.8 3.8 3.1 3.2 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞ 小項目5-4 学生相談の整備 
・年度初めのクラス運営方針に基づき､日頃の授業や実習指導、担任や副担任による面接をとおして学生支援を
行っている。(全学科) 
・メンタルに不調を来しそうな学生には､スクールカウンセラーにつなぎ、連携して学習面や心理面の支援をし
ている。（全学科） 

＜課題、今後の取組＞ 
課   題： 受験生・入学生及び学生定員の確保（全部署） 

感染対策下で、学校紹介・オープンキャンパス等の取組（全部署） 
魅力的なホームページの運用により、学校の特徴や学生生活の発信（全部署） 

今後の取組： ・感染対策下でオープンキャンパスの開催、学校・施設訪問の実施（全部署） 
・学校の魅力をホームページに発信し、積極的な学生募集の実施（全部署） 
･高校進路指導部、受験生のニーズを意識した広報活動の実施（3年課程、庶務） 

       ･WEBによる学生募集、入学試験管理システム運用 



 
〇重点目標４ 組織の効果的及び効率的な運営の推進 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 

①危機管理体制を強化し、教育を保証する  
  
  
  

2-3-23 

3.7 

3.5 4.0 3.5 3.0 3.6 
2-3-24 3.7 3.8 3.8 3.6 3.6 
2-3-25 3.5 4.0 3.5 3.5 3.0 
9-1-142 3.9 4.0 3.8 3.8 4.0 
9-1-143  3.8 3.8 3.7 3.8 3.8 
9-2-144 3.8 4.0 3.8 3.8 3.8 
9-2-145 3.8 4.0 3.8 3.4 3.8 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞  
小項目2-3 危機管理、9-1 法令、専修学校設置基準等の整備・運営 
・ハラスメント規程が整備され、危機管理体制に関する規程については、ほぼ整った。しかし、速やかに行動に起
こせるような体制までは整っていない。（全学科） 
・防災訓練，安全教育は，年1回実施している。（全学科） 
・リムーバブルメディアや学生記録等は、取り扱い方法の規程を遵守している。（全学科） 
・ハラスメントや個人情報保護に関しては、学生にもマニュアルを配布し、遵守を促している。（全学科） 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 
②教員の教育・研修活動に取組み、教育力・組織力の
向上を図る 

2-2-21  

3.4 

3.6 4.0 3.5 3.3 3.8 
2-2-22  3.0 3.2 2.9 3.0 3.0 
3-8-61 3.6 4.0 3.3 3.3 4.0 
3-8-62 3.5 3.8 3.3 3.1 3.8 
3-8-63  3.4 3.8 2.8 3.0 3.8 
3-8-64  3.6 4.0 3.4 3.3 3.8 
3-8-65  3.3 3.8 2.9 3.0 3.6 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞ 小項目2-2 組織の整備、3-8 教員の育成 
・年間の研修会参加予算は確保されており例年、計画的に取り組んでいるが、今年度も新型コロナウイルス感染症
の影響により、Webを活用した研修に参加し、自己研鑽に努めている。一方、感染予防の観点から県外や研修会場
への参加が消極的になり、専門領域の研修参加が難しい環境である。（全学科） 
・研修等に参加した際は、報告書とともに、教員会議等で伝達講習（報告会）を実施し、学びの共有を行っている
（助産学科）伝達講習ができていない。（3年課程） 
・新任者に対してプリセプターを配置し教育体制を整え、定期的に新任教育や「かたりば」を実施している。（全
学科） 
・学生支援・教育方法の研修に参加で来ているが、研究活動への取り組みはできていない。（全部署） 
・研修会等の参加後に復命として回覧し共有化しているが、具体的な教育内容や方法への活用には至っていない 
 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 
③Web入試システム運用により、入試業務の効率化を
目指す。 

2-2-20 2.4 2.4 2.5 2.1 2.6 2.4 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞ 小項目2-5 教職員の協働意欲 
・入試システム運用1年目であり、業務の効率化には至っていない。 
・iPad・Webexの活用による、タイムリーな情報共有やペーパーレス化の推進に努めた。 

細目標 評価小項目 平均 小項目平均 助産 3年 2年 庶務 
➃職員が相互に啓発・協働しあい支え合う風土を醸成
し、効率的・効果的な組織運営を図る。 

2-5-29  
3.0 

2.9 2.5 2.7 2.8 3.6 

2-5-30  3.3 3.3 2.9 3.0 3.8 

＜評価分析（取組状況、要因等）＞ 小項目2-5 教職員の協働意欲 
・各学科の教員会議やショートミーティングで情報共有・意見交換ができている。（全学科） 
・学科での課題等についても、教員会議等で共有し対応策を検討できている。（助産・2年課程） 
・学科を超えた教職員間のコミュニケーションの場が係や委員会活動に限られている。教職員間で課題を共有する
場が少ないことが評価の背景と推測する。（助産学科） 



＜課題、今後の取組＞ 
  課   題：・ハラスメント規程の運用基準の整備 

 ・教員の研修参加に関する枠組の整備（全学科） 
 ・教員の質向上に向けたキャリアラダーの開発（全学科） 
・入試システムの効率的な運用（全学科） 

         ・サポートし合う組織風土の醸成（全学科） 
  今後の取組：・教員のアクティブラーニング型教育方法の研修を計画的に実施（全学科） 

・入試システムの運用方法の改善（全学科） 
・学科を超えたコミュニティの場の整備。及び授業・実習等の協力体制の整備 
（全学科） 

        ・教員キャリアラダーの整備 
 

 
 

  



４ 評価項目（大・中項目）の評価結果 
（1）評価項目（大・中・小） ※助産学科・3年課程・2年課程の評価 低値2.0前後は赤字 

大項目 
全体評価
（参考R3） 

中項目 
助産 3年課程 2年課程 庶務 

R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 

1 教育理念等 
3.5 

（3.5） 

1-1 教育理念等の設定 3.8 3.8 3.7 3.7 3.4 3.1 4.0 3.8 

1-2 教育理念等の到達評価 3.6 3.8 3.4 3.2 2.9 3.0 4.0 3.9 

1-3 学校の将来構想の明文化 4.0 3.8 3.3 3.0 2.9 2.6 3.0 3.8 

2 学校運営･ 
管理 

3.5 
（3.5） 

2-1 学校経営 4.0 3.8 3.7 3.6 3.7 3.1 3.7 3.6 

2-2 組織の整備 3.6 3.6 3.0 3.3 3.2 2.9 3.3 3.3 

2-3 危機管理 3.9 3.7 3.6 3.2 3.4 3.0 3.3 3.2 

2-4 情報管理 4.0 4.0 3.7 3.8 3.6 3.4 3.9 3.8 

2-5 教職員の協働意欲 2.9 3.6 2.8 3.3 2.9 3.4 3.7 3.4 

3 教育活動 
3.7 

（3.5） 

3-1 教育課程の編成 3.8 3.9 3.3 3.6 3.5 3.4 3.9 3.8 

3-2 学生支援･ガイダンス 4.0 4.0 3.8 3.8 3.8 3.8 4.0 4.0 

3-3 科目担当･時間 3.4 2.9 3.1 3.2 3.2 3.1 3.7 3.4 

3-4 対象者への実習協力依頼 4.0 4.0 3.9 3.9 3.9 3.9 3.9 3.8 

3-5 授業方法の工夫･研究 3.4 3.3 3.2 3.0 3.3 3.1 3.8 3.5 

3-6 授業評価 3.9 3.6 3.9 3.3 3.7 3.3 3.9 3.3 

3-7 単位の管理 4.0 3.6 3.7 3.5 3.7 3.4 4.0 3.8 

3-8 教員の育成 3.9 3.4 3.2 3.3 3.2 3.1 3.8 3.7 

4 学修成果 
3.7 

（3.7） 

4-1 資格取得 4.0 3.8 3.6 3.6 3.8 3.9 4.0 4.0 

4-2 看護実践力 3.8 3.8 3.5 3.3 3.2 3.4 3.8 4.0 

4-3 就業率･進学率 4.0 3.9 3.7 3.7 3.6 3.6 3.9 3.8 

4-4 国試不合格者のフォロー体制 3.8 4.0 3.9 3.7 3.5 3.8 3.8 4.0 

4-5 キャリア支援 3.8 3.4 3.5 3.3 3.1 3.3 3.8 3.8 

5 学生支援 
3.8 

（3.8） 

5-1 学習支援 3.9 3.8 3.6 3.7 3.6 3.7 3.9 3.9 

5-2 健康管理･感染･安全対策 4.0 4.0 3.8 3.8 3.8 3.8 3.9 4.0 

5-3 進路・就職への支援 3.8 3.6 3.7 3.2 3.5 3.3 3.9 3.8 

5-4 学生相談の整備 4.0 3.8 3.9 3.7 3.7 3.9 4.0 4.0 

5-5 生活環境支援体制 4.0 4.0 3.9 3.9 3.6 3.5 4.0 4.0 

5-6 保護者との連絡体制 3.7 3.8 3.6 3.3 3.3 3.1 3.7 3.4 

5-7 経済的支援 4.0 3.9 3.9 3.9 3.9 3.8 3.9 4.0 

6 教育環境 
3.6 

（3.6） 

6-1 校舎の整備 3.9 3.9 3.3 3.2 3.4 3.3 3.3 3.7 

6-2 福利厚生 4.0 4.0 3.8 3.8 3.7 3.9 4.0 4.0 

6-3図書室の整備・管理 3.9 4.0 3.8 3.7 3.5 3.5 3.9 3.8 

6-4 教材の整備・管理 3.7 3.8 3.5 3.1 3.2 3.0 3.7 3.5 

6-5 実習施設の整備 3.9 3.9 3.6 3.5 3.5 3.2 3.9 3.9 

6-6 実習指導体制 3.8 3.9 3.2 3.3 3.4 3.1 3.8 3.9 

7 学生の受入
れ･募集 

3.5 
（3.4） 

7-1 学生募集 3.9 3.9 3.8 3.6 3.6 3.0 3.9 3.8 

7-2 入学選抜 4.0 4.0 3.9 3.8 3.7 3.5 3.9 4.0 

7-3 学生の充足 3.1 2.5 3.7 3.2 2.4 2.5 2.4 2.7 

8 財務 3.6(3.4） 8-1 予算執行状況・財務 3.8 3.7 3.5 3.2 3.4 3.2 3.5 3.3 

9 法令等の 
遵守 

3.9 
（3.4） 

9-1 法令･専修学校設置基準等の整備 3.9 3.1 3.8 2.8 3.8 2.4 3.9 3.3 

9-2 個人情報に関する規程の整備 4.0 4.0 3.8 3.7 3.6 3.4 3.8 3.5 

9-3 学校評価の実施,結果の公表 4.0 3.9 3.9 3.7 3.7 3.4 4.0 4.0 

10社会貢献･ 
地域貢献 

3.5 
（3.5） 

10-1学校の教育資源・施設の活用 4.0 3.9 3.8 3.5 3.4 3.4 
3.3 

3.9 

10-3学生の地域との交流支援 3.7 3.2 3.2 3.4 2.9 2.7 3.8 



＜評価分析＞  ※ 意見の合った評価内容を抜粋 
中項目 意  見 

1-2 教育理念等の
到達評価 

・卒業生像の評価をしていないので、その結果を活かすことができていない。（助産学科・
２年課程） 

1-3 学校の将来構
想の明確化 

・将来構想について理解していない。（２年課程） 

2-2  
組織の整備 

・ICT環境が不十分である。（２年課程） 
・教員のキャリアラダー制度の運用基準が不整備である。（２年課程） 

2-5 
教職員の協働意欲 

・コミュニケーション不足を感じる（全学科） 

3-3  
科目担当・時間 

・実習期間は教員一人当たりの週授業時間は15時間を超えている。（助産学科） 
・「教員の実習指導時間の3時間に1時間程度の準備時間を見込み計画」となっているが、
実習形態上、準備時間の確保が難しい。（助産学科・３年課程） 
・実習の準備時間は自宅で行っている。（２年課程） 

3-5 授業方法の工
夫・研究 

・視聴覚教材（DVD）が不足している。（助産学科） 
・実習施設と演習等授業の連携は行えていない（２年課程） 

4-2 看護実践力 ・看護技術到達状況の集計は行っているが、分析は行えていない。（２年課程・３年課程） 

6-1 校舎の整備 ・実習室２には給湯設備がない。/設備で使用できないものがあったりする（全部署） 
・施設・設備の老朽化がみられ環境が悪い。（全部署） 

6-2 福利厚生 ・カウンセラーとの相性があるため３人程度いるとよい。（２年課程） 
・学生が自習できる部屋が３学科ある割にやや少ない（２年課程） 

6-3 図書室の整備・
管理 

・図書館は午前中の開館を求める学生もいる。（２年課程） 
・文献検索のためのインターネット環境を整備しているが、台数が少ない。（２年課程） 

６-4 
教材の整備管理 

・視聴覚教材（DVD・カメラ等）を全学科が同時に利用できる状況までには至っていない。
（全学科） 

6-6 
実習指導体制 

・実習指導者会議に定期的に参加しているが、連絡事項のみで効果的な意見交換ができてい
ない施設がある。（3年課程） 

10-1 学校の教育資
源・施設の活用 

コロナ禍で、地域等で開催する研修等に参加できていない。また、学校施設も開放されてい
ない。（２年課程） 

  
5 令和5年度の重点目標（案） 
（1）重点目標 
  〇目標１ 高い学力の育成と探求的な学習の確立 
        ①アクティブ・ラーニング型の授業による能動的な学習を支援する    

②学生の習熟度・特性に応じた指導を強化し、弱点克服及び学力向上を図る 
③効果的な学習を支援するため、保護者との連携を強化する。 

     ④教育進度に応じた国家試験対策を実施し、資格獲得への支援を継続する。 
⑤ICT教育の環境整備及び教育教材の充実に努める    

 〇目標2 新入生の定員及び学生の総定員の確保 
①本校の魅力が伝わる学校訪問・学校説明会を行う。 
②カウンセラーと連携し、学校の学業継続に向けた支援を強化する 

〇目標3 組織の効果的及び効率的な運営の推進 
①業務の効率化に向け組織改革を推進する。  
②教員の質の向上に向け教員のキャリアラダー制度を整備する。 
③看護実践能力強化に向けた実習施設との教育連携を図る。  
④准看護師教育から看護学科2年課程教育の積み上げ式教育を推進する。 
⑤職員が相互に啓発・協働し支えあう風土を醸成し、効率的・効果的な組織運営を図る。 

 



2022 年度（令和 4 年度） 茨城県立中央看護専門学校 学校関係者評価（報告） 

  
日 時：令和５年2月21日（火）午後１時30分から2時 45分 

 場 所：茨城県立中央看護専門学校 会議室A 

 出席者：関係者評価委員4名 

・角 智美（茨城県立中央病院 看護師長） 

・箱守 千春（訪問看護ステーションやまびこ管理者） 

・磯邉 裕一（茨城県立友部高等学校 学校長） 

・矢部 真保（茨城県保健福祉部医療人材課課長補佐） 
・下条 かをる（笠間市保健福祉部長）……事前に評価シート提出 

学校３名 

・小島朋子学校長  

・前川泰規（教頭兼副参事）  

・高柳久美（教頭） 

 進 行：前川泰規（教頭兼副参事）   説明・記録：高柳 
 

１ 重点目標の各委員の評価 
 

重 点 目 標 平均 各委員の評価 
１ 高い学力の育成と探求的な学習の確立 3.6 ４ ４ ３ ４ ３  
２ 地域医療の充実に向けた新しい教育課程の開発  3.4 ３ ４ ３ ４ ３  
３ 新入生の定員及び総定員の確保 3.2 ３ ３ ３ ４ ３  
４ 組織の効果的及び効率的な運営の推進 3.0 ３ ３ ３ ４ ２  

＜評価基準＞  
4：とてもそう思う（良い）3：まあまあそう思う（やや良い）2：あまりそう思わない（やや不十分）1：殆どそう思わない（不十分） 

 
２ 各委員会らの意見 
（１）重点目標１……高い学力の育成と探求的な学習の確立 
 ＜意見＞ 
・多様な手法で個々に対してもきめ細やかな教育を実施されており、学習向上につながっていると思われる。 

 ・当校は教育がしっかりしており当校卒業生が入職後の成長を安心して守っていける。 
・最近の新人看護師を見ていると、知識があっても行動できない、コミュニケーション力の低下を感じる。 

そのような状況でシミュレーション教育を積極的に取り入れていくことは有用。また、家族看護・看護倫理・
患者の尊厳等を重視していないところも垣間見られる。このような点を大切にしてほしい。 

・アクティブラーニングの導入、実施の促進。国試合格率100％の維持。 
・主体性やアセスメント能力を伸ばす事はとても大切である一方で、人との関わり方やコミュニケーションによ
る情報の取り方が苦手である学生も多く感じる為、様々なコミュニケーションの場をつくる事も必要になると
思います。 

＜課題・今後の取り組み＞ 

 ・シミュレーション教育の充実 

 ・対人関係スキルの向上を目指した教育方法の工夫 

 

（２）重点目標２……地域医療の充実に向けた新しい教育課程の開発 
 ＜意見＞ 

・ICT教育に必要な教材は、おおむね揃えられた。学科、学年数に見合った視聴覚教材が不足している等ICT教
育の環境改善の課題が急務。 

・地域での医療に関しては現場に入り現場で感じる事が一番学生にとっての学びが多いように思いますので、
コロナ渦でも何とか臨地での実習で学べる時間を増やしてほしいと思います。 

・ICT教育の環境整備が進んでいるので積極的に活用していただきたい。 

・実習での学生は、コミュニケーションに課題があり、人との関わり方に悩んでいる。高齢者と生活をした経験

のない学生たちが多いため、地域の人々と触れあう機会を持つことが大切。 

・学校と病院との連携について、次年度は学校で行われる授業公開には積極的に参加していきたい。 



・ぜひ、病院-学校間の連携を強化できるよう関係性を築いていただきたいです。よろしくお願いいたします。 
・施設設備の IT 化を推進され、ICT 教材を充実させるとともに、実体のある実学の展開を大切にし、教育を進
められることを期待します。 

＜課題・今後の取り組み＞ 

・動画配信サービスの導入による視聴覚教材の充実 

・授業公開を積極的に進め、実習施設と学校間の教育の質向上けた連携強化に努める。 

 

（３）重点目標3……新入生の定員及び総定員の確保 
＜意見＞ 
・強みを生かす工夫。２年課程の強みとは。３年課程の受験者が多いのはよいがアピールが大切。 
・学校の特徴をアピールできるように協力していただき、就職先の病院などにも協力してもらえるようにでき
るといいと思います。また、中学生・小学生もターゲットにし、高校だけでなく小さい頃から知ってもらうこ
とも必要。 

・学生は“看護師に対するあこがれ”が強いと就職後も長続きする。学生へのあこがれの気持ちを育てる方策と

して、小・中学生に対し戴帽式に招待し見学してもらう等行うことで受験者数の低下に歯止めをかけることが

できるのではないか。 

＜課題・今後の取り組み＞ 

・近隣の小・中学校への当校の紹介の機会を作る 

・ 
（４）重点目標4……組織の効果的及び効率的な運営の推進 
＜意見＞ 
・教務の業務調整、管理体制等ワークバランスが心配である。（コミュニケーション不足を生じている） 
・組織風土の改善（楽しい職場）。教員のキャリア支援をぜひすすめてください。 
・私たちにも BCP の義務付けがはじまり、学校や教育に対しても感染症や災害で授業が長期に受けられない事
が無いようにできるだけ現在から具体的なマニュアルを活用できるよう準備していただきたいと思います。 

・教育環境の向上には、環境や人材の確保が必須であり、重要です。教務の業務負担軽減を図るためには体制整
備を推進していだたきたい。 

＜課題・今後の取り組み＞ 

・学校運営の組織体制を見直し、業務の効果的、効率化に向けた改善策を講じる。 

 

３ 評価項目について  
 ＜意見＞ 

 3-3-43：学年ごと評価が低い。内容の見直しの検討をされては如何でしょうか。 
・ Ｒ４とＲ３の数値を比較していましたが、対象者が違うのでしたらあまり意味がないと思います。人数を記述 

する必要もあります。？ 
＜課題・今後の取り組み＞ 

  ・3-3-43 小項目の内容の見直しを行う。 
 
 
４ まとめについて 
 ＜意見＞ 
・先生方のより良い教育のためにとても努力されていることがよくわかりました。参加できてよかったです。 
・五感を大切に学習できる環境を整えていただけるとありがたいです（フィジカルアセスメント） 
・この一年でカリキュラムを変えるにあたり、様々な面からアプローチし学校が魅力ある学校生まれ変わる為
に先生方がとても努力され改善されていて、今回の評価委員に出席させていただきとても感じました。次年度
の中央看専が変化していく姿を見守ることが楽しみに感じました。私達もできるだけ協力させていただきます
ので宜しくお願いいたします。 
＜課題・今後の取り組み＞ 
自己評価報告書のとおり、６項目（教育環境の強化、教育体制の整備、教員の教育力の向上、業務改善等） 
に取り組む。 

 



２０２２年度の課題及び２０２３年度の取組 

〇重点目標の評価（自己評価・学校関係者評価の結果比較） 

目 標 自己評価 学校関係者評価 

１高い学力の育成と探求的な学習の確立 3.7 3.6 

２地域医療の充実に向けた新しい教育課程の開発 3.6 3.4 

３新入生の定員及び総定員の確保 3.5 3.2 

４組織の効果的及び効率的な運営の推進 3.1 3.0 

 

〇今年度の課題及び次年度の取組 

1  学校運営・管理 

課題(1) 組織運営上の課題改善 

 

 

 

 

 

 

2 教育活動 

課題(1) カリキュラム改正による教育課程の開発・運用 

 

 

 

 

 

課題(2) 教育の質向上と職場環境の安定 

 

 

 

 

 

 

 

3 学生の受入れ募集 

課題(1) 新入生の定員及び総定員の確保 

 

 

 

 

次年度の取組： 
ア 教育課程の実施方針（カリキュラム・ポリシー）、に準じた教育活動を推進する。 
イ アクティブラーニング型学習を強化し、学生が自ら考える力を醸成する。 
ウ シミュレーション教育の検討チームを立ち上げ指導力の強化を図る。 
エ 保護者との連携を強化できる機会を計画し実施評価する。 

次年度の取組： 
ア ICT 整備計画を見直し、教育環境の充実に向けた整備計画を立案する。 
  （視聴覚教材のシステム化） 
イ ICT 教育を推進するための情報セキュリティ対策（規程）の明文化を進める。 
ウ 教員のチーム制(学年運営・実習指導チーム)導入により、業務の効率化を図る。 
エ 職員の健康の保持増進に向けたメンタルヘルス相談や関連研修の充実を図る。 

次年度の取組： 
ア 本校の魅力を受験生のニーズにあった内容を情報発信できるようホームページを更

新する。 
イ 積極的な学校訪問やオープンキャンパス、近隣の小・中学校に向けた広報活動を実

施し、総定員確保に向けた対策及びその結果を評価する。 
ウ カウンセラーと連携し、学生及び職員の心理面の支援体制を強化する。 

次年度の取組： 
ア 教員の能力開発のため、キャリアラダー活用に向けた今後の計画を立案する。 
イ 臨地実習指導者の看護技術演習への見学・参加を通して、看護実践力・教育実践力

の向上を目指す。 
ウ 准看護師養成所と連携強化を図り、准看護師教育を土台とした看護師教育の運用を

推進する。（2 年課程） 
エ 学科を超えたコミュニティの場の整備を進める。 
オ 教職員相互の協働意識及び支えあう組織風土を形成する。 
 


